
 

 

【設置者おける指導・助言・確認の観点】（例） 

 （重点推進のポイントに基づき指導・助言・確認する） 
□ 求められる資質・能力を身に付ける授業改革の推進 

□ 教育課程の不断の見直し 

□ 到達（数値）目標を設定した客観的調査等の取組と分析 

□ 業務改善状況の把握、数値目標を設定した時間外勤務の

縮減 

□ 地域住民へ学力の状況等の説明・協議会の設定 

【道教委】
教育行政
執行方針 

【宗谷局】 

 

 

令和４年度 宗谷管内教育推進の重点 テーマ「子どもの未来保障 OVER70」 

 １ 授業改革   

資質・能力の  
確実な育成 

・個別最適な学びと協

働的な学び     

・主体的・対話的で深

い学び 

・生徒指導の３つの機

能の活用 

 ２ 学校経営   

教育課程を決める 
・「選択と決断」遂行 

・カリキュラム・マネ

ジメントの充実 

・校長の意思決定が機

能する組織構築 

・３層に対応した柔軟

な教育課程 

 ３ 検証改善   

ＯＶＥＲ７０実現 
・義務教育の機会均等 

・義務教育の水準確保 

・客観的調査結果の重

視と分析の充実 

・３層に対応した検証

改善の充実 

 ４ 働き方改革   

学校本来の役割 
・資質・能力を育成す

る業務へ集中するた

めの「選択と決断」 

・「授業改革」を優先す

る業務改善 

・勤務時間内で業務処

理・完結する体制 

 ５ 小中高 12 年   

小・中・高の  
連続性・継続性 

・小・中９年間一貫し

た教育課程 

・ｽｸｰﾙ･ﾐｯｼｮﾝ/ﾎﾟﾘｼｰを

踏まえた 12 年間 

・地域住民等が理解・

参画する学力保障 

【各学校における評価項目】（学校評価に位置付けて客観的・適正に評価） 

○ 授業改革を積極的に進め、求められる資質・能力を育成した。（数値目標設定） 

○ 教育課程の不断の見直しを進め、求められる資質・能力を育成した。 

○ 学力に関する客観的な結果に基づき、資質・能力を育成する検証改善の取組を推進した。 

○ 勤務時間内で資質・能力を育成するための業務改善に取り組んだ。（数値目標設定） 

○ 義務教育 9 年間一貫した教育課程を編成するとともに、高等学校教育との円滑な連続・

継続性を踏まえた資質・能力の育成に取り組む。また、その状況を保護者・地域住民等

に説明し、理解と連携・協力を得る。 


